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平

成

十

七

年

新

平
成
い
じ
年
二
月
七
日

春

奔

放

会

矧

催

へ月
)
の
研
修
会
終
了
後
､
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
会
場
を
移

し
て
､
午
後
四
時
一二
十
分
か
ら
平
成
十
ヒ
年
新
顔
交
流
会
を
開
催
し
､
百
二
十
名
ほ
ど
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
｡

開
会
に
あ
た
り
､
川
ヒ
会
長
か
ら
は
昨
年
の
よ
こ
は
ま
技
能
ま
つ
り
等
ー
日
頃
の
横
浜
市

技
能
職
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
肘
す
る
お
礼
と
､
今

日
の
技
能
職
者
を
取
-
巻
く
経
済

状
況
が
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
軽
済
状
況
の
中
で
輿
葉
柄
の
技
能
職
者
の
連
携
や
､
情
報
交
換
を

よ
-

1
層
哲
に
し
な
か
ら
､
こ
こ
ろ
の
通

っ
た
豊
か
な
技
能
を
継
恭
し
､
手
仕
事 
.
手
作
業

に
携
わ
る
職
人
と
し
て
､ 

も
の
づ 

r

あいさつされる中田 宏市長

-

り
の
大
切
さ
｣
や 

本
物
の
良
さ 

r

L
を
伝
え
､
後
継

常
の
育
成
に
会
全
体
で
収
-
組
ん
で
い
き
た
い
と
力
強

い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
〕

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
中
山
宏
市
長
か
ら
は
'
技

連
協
の
皆
様
に
は
､
日
頃
か
ら
横
浜
市
政
に
対
し
て
､

様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
お
礼
の
お
言
柴
を

い
た
だ
き
ー

一
人
ひ
と
-
お
持
ち
の
卓
越
し
た
技
能
を

市
民
生
活 
4
'通
の
財
産
と
し
て
確
実
に
継
承
し
て
い
た

だ
き
､
次
の
牡
代
の
ナ
ビ
も
た
ち
に
活
力
と
魅
力
あ
ふ

れ
る
横
浜
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
っ
皆
さ
ん
と
と

も
に
勇
気
を
も

っ
て
横
浜
の
再
発
展
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
期
待
の
こ
も

っ
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま

し

た
｡

交
流
会
で
は
､
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
進
行
で
､
大
い

に
盛
り

し
げ
で
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
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技
連
協
研
修
会
の
開
催

平
成
ト
ヒ
年
二
月
七

円 
(月 
)
､
横
浜
市
捜
能
文
化

会
館
一
一階
多
目
的
ホ
ー

ル
で

､
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
諦
演
会

が
周
催
さ
れ
､
技
遵
協
と
し
て
も
参
加
者
総
数
百
四
卜

人
の
う
ち
八
卜
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
｡ 

一

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て

一 

+
i::-

菖

法
人
神
奈

釧
舶
造
醐
梢
協
藍

平
成 
-
七
年
二
月
十 

: 
(局
)
に
､
横
浜
港 
<
桟

F 

J

め
'
駄
下
草
茶
所
に
広
く
呼
び
か

け
､
多
く
の
賛
同
者

を
相
で
昭
利
四
卜
九
年
卜 
7
..月
に

公
溢
法
人
と
し
て
発

足

い
た
し
ま
し
た
｡

発
足
当
初
は
､
十
禿
支
部
会
員
数
四
百
八
十 
.
世
業

所
で
し
た
が 
'
現
在
で
は
二
十

一
支
部
六
百
･八
十
事
業

所
を
擬
し 
'
み
ど
り
の
専
門
家
と
し
て
造
園
業
非
を
代

表
す
る
用
件
に
発
展

･
成
長
す
る
に
至
り
ま
し
た
っ

当
協
議
会
は
､
設
立
日
的
で
あ 
-
ま
す
造
脚
技
術
の

記

念
式
典
､
帝
二
部

建
築
家
､

‥か
1
1)り
い
T

今
回
は
坂
本
浬
史
氏 

(M

橋
ホ
ー

ル
で
第 

官
庁 

.
部

･ 
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

Y

束
庶

人
学
特
別
栄
替
教
授
安
藤
忠
雄
講
師
に
よ
る

｢環

I
I

ヨ
ー
カ
堂
取
締
役
骨
梁
業
務
郡

二
ル
イ 

境
と
両
生
｣
に
つ
い
て
の
記
念
詩
情
､
第 
.二
部

記
念

式
典
を
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
グ
号
で
挙
行
い
た
し
ま
し
た
｡

良
)
を
講
師
に
お
招
き 
L
､
｢
競
争
こ
そ
生
き
残 
-
の

向
上
と
都
市
現
場
の
整
備
促
進 

図
り 
'
み
ど
り
豊
か
な
か
な
が
わ
づ 
-

地
域
で
阿
催
さ
れ
ま
す
か
な
が
わ
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の

協
賛
や

J
都
市
緑
化
の
推
進
を

条
件
〜
い
ま 
'
我
々
が
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
何
か 
1
｣

を
テ
ー
マ
に
､
企
業
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
介
業
は
､
状
況
に
よ

っ
て
役
割
や
体
制
が

東
歌
に
変
わ
る

ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
員
を
始
め
牧
界
､
関
係

り
に
向
け
て
各

｢政
争
｣
の
奄
要
惟
ヤ
ー

'
槻
係
凹
体
か
ら
多
数

の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
､

｢
サ
ッ
カ
ー
塾
｣
が
望
ま
し
い
､
と
い
っ

た
く
さ
ん
の
祝
意
を
賜
り
､
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

は
来
ま
し
た
｡
こ
れ
も
偏
に
､
関
係
各
位
舷
び
に
歴
代

会
長
き
ん
を
始
め
会
月
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
文
接
の
賜

物
と 
'
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す 
C

頼
み
ま
す
と
当
協
議
会
は
､
昭
和
梢
卜
八
年
に
技
能

検
定
職
柾
に
造
園
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
契
樵
に

｢
よ
こ
は
ま
技
能
ま

つ
り
｣
等

の
線
化
弔
業
の

推
進
に
多 
-
の
活
劇
を
行

っ
て
ま

い
-
ま
し
た
｡

三
卜
周
年
を
ひ
と

つ
の
区
切
り
と 
L
ま
し
て
､
協
会

の
構
造
収
告
と
技
術
の
研
節
を
刷
り

つ
つ
､
｢
か
な
が

わ
の
み
ど
り
を
創
り 
'
育
て
る
｣
を
命
題
と
し
て
､
み

ど
り
豊
か
な
人
に
優
し

い
礼
会
環
境
づ

く
り

･
地
域
づ 

-
り
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
｡ 

た
内
牢
を
約
九
十
分
間
に
わ
た 
-
お
前 
L

い
た
だ
き
ま

し
た
｡

当
口
､
ご
来
場
さ
れ
た
皆
様
も
､
講
師
の
貌
弾
力
の

あ
る
戚
浦
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た 
O

弓;

道
側
車
凝
析
の
技
術

の
向
上
と
薬
界
の
発
展
を
図
る
た

三 ; r !

克荒 事 こ そ 生 き 残 り の 条 件
-いま,我々ガ■やらねばならない■姓!可Jrl-

fl-･II.

社団法人神奈川県造園業協会より

技連協への感謝状贈呈 

r
w
士
市
窪

】
平
成 
IL一
ヒ
年
三
月
二
口
､
苗

ヒ
市
技
能
職
団
体
連
絡

あ
り
ま
す

協
の
皆
誓

う
こ 

i
L
(空

ぷ

!'

..:
i
;
.'附
;=

q

禁
書

雀
農

★

合

旺
喜 

喜

連
菅 

力
練
は
よ 
i義

去

て
聖

鹿
骨

か占

協
議
会
会
長
宮
崎
誠
様
は
じ
め
二
十
四
名
の
富
士
市
枝

道
協
各
団
体
の
皆
様
が
､
横
浜
前
の

｢横
浜

マ
イ
ス
タ
ー
｣

制
度
此
げ
に
当
協
誠
全
事
業
に
つ
い
て
祝
祭
研
修
の
た

"
鼻
息

A
た
り

孝
藍

の

LL

.努

.lて

享 

書

弟
蔓

りま
す

月

号
あ
愈
キ

め
に
訪
問
く
だ
さ
い
ま
し
た 
O

恵

与
表
し
ま
す

熱
心
な
意
見
交
換
の
後
は 
'
当
協
議
会

の
堵
政
局
が

ヰ
車開

モ
ネ
.了

閉
山門
円

卓

長

藤

一

一8

山
田
川

丸 

日
田(

｢横
浜
市
技
能
文
化
会
館
｣ 
.
肘
に
併
設
し

凹頼 

て
あ
る
峨
人
の
暮
ら
し
と
技
能
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

プ
ラ
ザ
｣
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
お
疲
れ
様

で
し
た
｡ 

究
所
代
表
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B 211ビン

傍介 横浜市屋外広告美術協同組合

頒介 横浜市量外広告美術協同組合 

中田 久夫 横浜畳組合連合会 19

3位 横浜市板金租含連合会 A 

横浜市建設労働組合連合会 A 

1 讐2位 神奈川宝酪工芸胸倉 A 

低廉市屋外広告美術協同組合 B 

横浜繊維加=協同租合 

横浜市星外広告美術協同雑食 A 
13位 横浜市板金組合連合会 B 
14位 横浜シャツ商工相含 

横浜表法インテリア協会 
A 

17位 後産協 官年部 8 
18位 神奈川県印章集組合連合会 

19位 横浜廷具組合連合会 8 
20位 横浜畳組合連合会 

7位 神奈川県洋服商工巣協同粕含 
8位 横浜建具組合連合会 A 

9位 横浜市理容連合会 

横浜市建投労働組合連合会 Bチーム

4位 神奈川宝鉢=葺組合 B 

21位 神奈川建築技術音場雑念

団体価勝

横浜市左官業協同闇合 

5位

6位

r
牧
人
か
ら
学
ぶ
満

･69ピン 1 

358ビン 

5
3

2
2

0ビン 
2ピン 

20位 山本 敏親 横浜市捜設労働組合連合会 A 323ビン 
10

0
7
6

3
2
2

3ピン 
5ビン 
5

37
3

2ピン
70ピン

B 362ピン

√
J

座
｣

ハ｣バ

ン

ビ
ビ
ビ

ビ 

6 
8
人 

9 
8 
CO
378

3 
3
3U 

bP 

360ビン
358ビン

ビ ン 

6ビン 

横
浜
が
勤
労
福
祉
相
同
･技
連
協
共
催
の 

も
'
お
陰
様
で
年
々
好
評
で
定
着
し
た
講
座
と
な
り
､
多
く
の

市
民
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

に
枝
連
協
各
組
体
の
ご
協
力
の
賜
と
お
礼
申
し
し
げ
ま
す

こ
れ
も
ひ
と
え

魚

蕪 辞一 横浜市板金縫合連合会 
又
村久仁夫 横浜市建設労働組合連合会 

ハイゲム宵 
木

島

(',,

青
三木
伊藤
杉崎

勝
木
山臆
田中

ー
三
ービーブ 賞
大

A 

30位 福田 長幸 横浜市板金組合適合会 日 

40位 和田 信治 技達協 青年部 B 

個人倖勝の書番英昭さん 熱戦の会場風景

進 横浜市建設労働租含連合会 

菅原 盛 横浜市建設労働組合連合会 A 

伸明 神奈川宝師工芸租含 8

｢包
丁
式
｣

神
奈
川
県
全
調
理
師
協
会

五
月
十
五
日
〔土
)

春雄 神奈川宝妬工芸組合 A 

A
8 

搭平 神奈川建築技術者協議会

70
80

認 諾 至芸 護憲雲量苧讐 号吾協会 
位
位

｢和
服
裁
縫
師
か
ら
学
ぶ
浴
衣
の
縫
い

｢｢｢｢｢｢｢｢プ
ロ
か
ら
学
ぶ
秋
の
汗
朱
子
作
り
｣

｢
｢
｢
｢
｢和
典
下
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ

作
り
｣


｢花
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
お
祝
い


｢印
申
彫

和
解
ril

方
｣
火
曜
コ
ー
ス

雅樹 神奈川宝飾工芸組合 
義治 神奈川宝飾工芸組合 

神
奈
川
県
和
服
裁
粒
協
同
組
合

月
二

月
二

和
服
政
杜
師
か
ら
学
ぶ
浴
衣
の
縫
い
方
｣
金
曜
コ
ー
ス

神
奈
川
県
和
服
裁
縫
協
同
組
合

月
二

月
二

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
｣

横
浜
市
社
交
飲
食
喫
茶
技
能
連
合
会

佃
問
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
睦
布
団
の
作
り
方
｣

横
浜
揮
具
商
工
会

プ
ロ
か
ら
や
ぶ
へ
ン
キ
唖
り
の
コ
ツ
｣ 

(社
)
神
奈
川
県
塗
装
協
会

婦
人
服
裁
縫
師
か
ら
学
ぶ
ス
カ
ー
ー
の
縫
い

神
奈
川
県
洋
装
組
合
連
合
会

月
二

日
-

プ
ロ
か
ら
や
ぶ
お
し
ゃ
れ
な
カ
ク
テ
ル
作
り
｣

横
浜
市
社
交
飲
食
喫
茶
技
能
連
合
会

如
人
服
叔
鍵
師
か
ら
学
ぶ
ズ
ボ
ン
の
故
い
方

｣

神
奈
川
県
洋
装
組
合
連
合
会

士
八

±

百
十

五

十
四
日
-
七

黒川 昇 横浜畳組合連合会 

五

十
日
-
七六

月
二
十
日
(且

七
月
二
十
六
日
(局
)

ラッキー賞 

九
月
十
二
日
(日
)

ガ
｣十

言
十
二
日
盲
回

十

十
二

鵬
維
純
化
柑
維
柑
紬
紬 

;旨吊
3ビン 
7ビン 

;
0
9

;
9
6

十
月
二
十
四
日
(日
)

十
言

二

日

-

横
浜
市
社
交
飲
食
喫
茶
嶺
能
連
合
会

十 
l

お
.且
席
捲
さ
ん
か
ら
や
ぶ
lD
.

横
浜
豆
腐
商
工
業
協
同
組
合

月
二
十
八
日
(

婦
人
服
戯
社
師
か
ら
学
ぶ
オ
ー
バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
の
縫
い
ガ
｣

神
奈
川
県
洋
装
組
合
連
合
会

±

上
二
十
八

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
バ
レ
イ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
｣

横
浜
市
社
交
飲
食
喫
茶
技
能
連
合
会

月
二
十
日
(

お
ー且
腐
慢
さ
ん
か
ら
学
ぶ
豆
腐
作
-
｣

l

腐
作
り
｣

十 

一月
二 

目

位

1;I:2位-i:
10
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技
能
職
資
金
融
蛍
の
募
集 

平
蔵
十
七
年
度

壬=
年
甜

横
浜
市
で
は
､
技
能
職
の
振
興
や
緯
折
的
支
援
を
測

る
た
め
､
無
利
息

･
無
担
保
の
敵
幣
を
行

っ
て
お
-
ま

す
C
融
資
に
は
､
業
務
用
棋
械
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器
典
等
の
僻
入
資
金
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し
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融
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す
る
設
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資
金
と
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務
用
原
材
料
の
購

入
資
金
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し
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資
す
る
振
興
資
金
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あ
り
ま
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技
能
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1
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同
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常
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二
店
舗
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又
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果
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十
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る
軽
常
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方
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除
き
ま
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実
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催
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イ
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ー
の
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横
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手
仕
事
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手
作
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回
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年
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能
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夕
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り
組
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相
に
熟
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を
変
す
る
技
能
職
者
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後
継
者
育
成
の
た

め
に
所
動
す
る

｢
横
浜

マ
イ
ス
タ
ー
｣
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能
職
者 
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典
し
ま
す
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み
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し
て
､
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ン
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テ
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を
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催
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.
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体
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岡
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情
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介
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典
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問
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